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第
七
十
九
号 

 
平
成
二
十
八
年
新
春
役
員
総
会
を
開
催 

去
る
一
月
二
十
六
日
、
日
本
会
議
愛

知
県
本
部
の
新
春
役
員
総
会
が
、
熱

田
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
先
ず

は
、
開
会
前
に
熱
田
神
宮
の
御
垣
内

参
拝
を
行
い
、
記
念
撮
影
。
続
い
て
、

南
部
文
宏
愛
知
県
議
会
議
員
の
司
会

進
行
で
開
会
。
国
歌
斉
唱
、
綱
領
唱

和
に
続
き
、
重
冨
亮
氏
（愛
知
県
本
部

会
長
）よ
り
開
会
の
挨
拶
。
来
賓
を
代

表
し
て
藤
沢
忠
将
氏
（名
古
屋
市
会

議
長
）よ
り
挨
拶
、
公
職
者
の
自
己
紹

介
と
続
い
た
。
公
職
者
は
県
議
三
名
、

名
古
屋
市
議
二
名
、
他
市
町
議
員
二

名
、
国
会
議
員
秘
書
四
名
で
あ
っ
た
。

次
に
、
百
田
尚
樹
氏
総
指
揮
に
よ
る

憲
法
改
正
啓
発
映
画
の
予
告
編
を
上

映
。
訴
求
力
の
あ
る
映
像
に
全
員
が

見
入
っ
た
。
こ
の
映
画
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
な
っ

て
全
国
に
普
及
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
、
椛
島
有
三
氏
（日
本
会
議
事
務

総
長
）よ
り
、
国
民
の
会
報
告
と
し
て
、

憲
法
改
正
を
巡
る
今
日
的
課
題
が
話

さ
れ
、
国
会
に
お
け
る
憲
法
改
正
の
動

向
詳
細
と
、
今
後
の
国
民
運
動
の
方

向
性
を
明
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
続
い

て
事
務
局
よ
り
、
昨
年
の
運
動
報
告

と
本
年
の
運
動
計
画
が
発
表
さ
れ
、

特
に
本
年
は
、
憲
法
改
正
賛
同
者
拡

大
の
徹
底
、
憲
法
改
正
啓
発
映
画
の

普
及
、
参
議
院
選
挙
支
援
な
ど
を
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
全
員
で
確
認

さ
れ
た
。
最
後
に
、
服
部
憲
明
氏
（神

道
政
治
連
盟
愛
知
県
本
部
会
長
）よ

り
、
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
終
了
。
そ
の

後
の
懇
親
会
で
は
、
各
自
よ
り
抱
負
が

述
べ
ら
れ
、
和
や
か
な
う
ち
に
散
会
と

な
っ
た
。 

 
 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝
） 

 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
二
十
八
回 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

一
月
二
十
四
日(

日) 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

●
会
場 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点

南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

●
参
加
者
数 

四
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い

て
」…

厳
し
い
寒
さ
を
感
じ
る
天
候
で
し
た
が
従
来
通
り
「自
主
憲
法
制
定
」
に
つ
い
て
各
弁
士
が
し
っ
か
り

と
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
「現
行
憲
法
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
国
民
を
守
っ
て
い
く
か
が
ど
こ
に
も
書
か

れ
て
い
な
い
。
有
事
の
際
に
国
民
の
生
命
・安
全
を
担
保
し
て
い
く
た
め
に
も
自
主
憲
法
を
制
定
し
、
自
主

防
衛
の
意
思
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
「軍
隊
を
持
た
な
い
国
家
は
真
の
意
味
で
の
独
立
国
と
は
言

え
な
い
。
や
は
り
九
条
二
項
を
改
正
し
て
国
防
軍
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
緊
迫
し
て
い
る
国
際
情
勢

を
考
慮
し
た
上
で
の
訴
え
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
一
度
私
た
ち
も
自
主
憲
法
制
定
の
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
事
も
訴
え
ま
し
た
。
ま
た

街
宣
活
動
終
了
後
、
近
く
に
喫
茶
店
に
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
現
在
の
支
部
活
動
に
憲
法
改
正
チ
ラ

シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
加
え
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

二
月
二
十
一
日
（日
）●
内
容 

街

頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
一
時
～
午
後

三
時 

※

終
了
後
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
付
近
の
喫
茶
店
に
て
行
う
予
定
で
す
。 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル

（kak
e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.c
o
.jp

 
加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 
加
藤
貴
之
） 

 

東
海
と
も
み
組 

発
足
パ
ー
テ
ィ
ー 

参
加
報
告 

去
る
一
月
二
十
三
日
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「衆
議

院
議
員 

稲
田
朋
美
さ
ん
を
囲
む
会 

東
海
と
も
み
組
発
足
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
稲
田
氏
は
十
年
前
に
福
井
一
区

か
ら
選
挙
に
出
ら
れ
、
「伝
統
と
創
造
」
の
政
治
理
念
の
も
と
、
連
続
四
回
の

小
選
挙
区
当
選
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
政
で
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
く
、
平
成
二
十
四
年
末
に
誕
生
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
で
は
行
政
改
革
・

規
制
改
革
・公
務
員
制
度
改
革
や
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
担
当
大
臣
な
ど
を

つ
と
め
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
公
務
員
制
度
改
革
を
断
行
し
て
内
閣
人
事

局
を
創
設
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
九
月

に
は
自
民
党
政
務
調
査
会
長
に
就
任
し
、
党
の
政
策
責
任
者
と
な
り
、
大
臣

時
代
に
提
言
し
た
農
業
改
革
や
財
政
再
建
な
ど
様
々
な
重
要
課
題
を
党
の

立
場
で
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
持
ち
前
の
突
破
力
で
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
今

年
十
月
の
党
役
員
人
事
に
お
い
て
、
引
き
続
き
政
務
調
査
会
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
や
安
倍
政
権
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
ら
れ
る
稲
田
氏
の
活
躍
と
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ま
ず
会
場
入
り
口
で
稲
田
氏
ご
本
人
と
金
美
齢
氏
ら
が
並

び
参
加
者
一
人
一
人
と
握
手
を
し
て
お
出
迎
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
君
が
代

斉
唱
、
自
民
党
歌
斉
唱
の
後
、
九
州
と
も
み
組
、
福
井
と
も
み
組
の
代
表
者

の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
松
浦
光
修
皇
學
館
大
學
教
授
、
藤
川
政
人
参
議
院

議
員
、
神
田
憲
次
衆
議
院
議
員
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ご

本
人
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
金
美
齢
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
乾
杯
の
後
は
、
稲
田
氏
ご
本
人
が
各
テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
参
加
者

と
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
我
々
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
終
わ
り
の
方
で
あ
っ
た

た
め
ひ
と
つ
前
の
テ
ー
ブ
ル
ま
で
稲
田
氏
ご
本
人
が
来
た
と
こ
ろ
で
締
め
の
時

間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
。
最
後
は
森
藤
左
エ
門
日
本
会
議
愛
知
県

本
部
理
事
長
に
締
め
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
退
場
の
際
も
、

稲
田
氏
ご
本
人
が
、
出
口
に
立
ち
一
人
一
人
と
握
手
を
し
て
お
別
れ
し
ま
し

た
。
帰
宅
後
に
は
早
速
「と
も
み
組
」
の
入
会
申
込
書
を
記
入
し
、
入
会
の
手

続
き
を
し
ま
し
た
。  

（愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■３月６日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き４月３日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿の木
枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中止
になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者の
服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★２月７日は、１３名の方に参加していただきました。       
 内１名の方が初参加でした。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（２月７日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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事
務
局
日
誌 

（一
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

十
九
日
（火
）台
中
市
内
に
あ
る
宝
覚
寺

へ
。
境
内
に
は
、
大
東
亜
戦
争
に
従
軍
し
て

亡
く
な
っ
た
台
湾
軍
人
、
軍
属
を
祀
る
慰

霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
「霊
安
故
郷
」

の
題
字
は
李
登
輝
閣
下
の
揮
毫
。 

実
は
平
成
十
九
年
、
こ
の
慰
霊
碑
の
焼
香

台
に
、
名
古
屋
の
有
志
で
お
地
蔵
さ
ま

（日
台
友
好
地
蔵
）を
奉
納
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
し
、
当
時
が
思

い
出
さ
れ
て
懐
か
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、
彰

化
県
鹿
港
へ
。
こ
の
町
は
、
客
家
人
特
有
の

赤
レ
ン
ガ
の
街
並
み
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

地
元
小
学
生
一
団
と
遭
遇
。
み
ん
な
人

懐
っ
こ
く
、
「コ
ン
ニ
チ
ワ
」
「ア
リ
ガ
ト
ウ
」

「オ
イ
シ
イ
」
と
日
本
語
を
連
発
し
て
歓
迎

し
て
く
れ
た
。
台
南
へ
移
動
し
、
日
本
統

治
時
代
か
ら
あ
る
「林
百
貨
店
」
を
見
学
。

高
雄
市
内
ホ
テ
ル
泊
。 

西
日
本
巡
礼
の
旅
、
七
日
目
、
ま
ず
民
宿

で
の
朝
食
前
に
鵜
戸
神
宮
を
参
拝
し
ま
し

た
。
御
祭
神
は
神
武
天
皇
の
お
父
君
、
鸕

鷀
草
葺
不
合
尊
で
す
。
大
き
な
洞
穴
の
な

か
に
本
殿
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
神
秘
的

な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え
で

は
こ
こ
に
豊
玉
姫
は
産
屋
を
た
て
て
鸕
鷀
草

葺
不
合
尊
を
お
産
み
に
な
っ
た
と
の
こ
と
、

山
幸
彦
に
出
産
の
姿
を
見
ら
れ
海
に
戻
る

際
に
お
乳
を
置
い
て
い
か
れ
た
と
い
う
お
乳

岩
か
ら
は
今
な
お
「お
ち
ち
水
」
が
し
た
た

り
落
ち
て
い
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
三 

一
日
（
金
）
穏
や
か
な
元
日
を
迎
え
た
。

家
族
揃
っ
て
氏
神
様
に
初
詣
。
憲
法
改

正
元
年
を
祈
願
。 

四
日
（月
）今
日
か
ら
仕
事
始
め
。
年

賀
状
や
郵
便
物
の
整
理
な
ど
を
し
て

過
ご
す
。 

七
日
（木
）愛
知
県
議
会
へ
。
要
路
の

県
議
と
面
談
し
、
憲
法
改
正
の
趣
旨

説
明
を
行
っ
た
。 

十
日
（日
）愛
知
縣
護
國
神
社
清
掃

奉
仕
。
溌
剌
と
し
た
青
年
二
名
が
初

参
加
さ
れ
嬉
し
か
っ
た
。 

十
七
日
（日
）関
西
国
際
空
港
よ
り
台

湾
高
雄
へ
。
台
湾
南
部
を
訪
ね
る
三

泊
四
日
の
格
安
ツ
ア
ー
に
参
加
。
昨
日

の
総
統
選
挙
の
余
韻
が
残
る
高
雄
市

内
を
散
策
。
高
雄
市
内
ホ
テ
ル
泊
。 

十
八
日
（月
）南
投
県
の
烏
山
頭
水
庫

（八
田
ダ
ム
）へ
。
六
年
前
に
も
訪
れ
た

が
、
見
違
え
る
ほ
ど
周
辺
整
備
が
進
ん

で
い
た
。
八
田
与
一
氏
の
銅
像
と
お
墓

に
手
を
合
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
日
月
潭

に
も
立
ち
寄
り
、
台
中
へ
。
知
己
の
友

人
と
再
会
し
、
総
統
選
挙
祝
勝
会
。

台
中
市
内
ホ
テ
ル
泊
。 

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
た
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
変
え
る
と
の
こ
と
。
人
生

初
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
搭
乗
と
相
成
っ
た
。
人

間
正
直
に
や
っ
て
お
れ
ば
、
ど
こ
か
で
ご
褒
美

が
あ
る
も
の
だ
と
一
人
合
点
。
利
用
し
た
航

空
会
社
は
エ
バ
ー
エ
ア
ー
だ
っ
た
が
、
奇
し
く
も

こ
の
日
、
グ
ル
ー
プ
創
業
者
の
張
栄
発
氏
が
逝

去
さ
れ
た
。
張
氏
は
、
先
の
東
北
大
震
災
に

十
億
円
の
義
援
金
を
出
さ
れ
た
方
で
あ
り
、

翌
年
に
は
、
日
台
交
流
の
事
跡
が
評
価
さ
れ
、

旭
日
重
光
章
を
授
章
さ
れ
て
い
る
。
張
氏
の

遺
志
に
微
力
な
が
ら
も
お
応
え
せ
ね
ば
と
、

心
に
刻
ん
だ
。 

二
十
三
日
（土
）稲
田
朋
美
自
民
党
政
調
会

長
を
囲
む
会
に
参
加
。
会
場
は
三
百
名
を
超

え
る
支
援
者
が
集
ま
っ
た
。 

二
十
六
日
（火
）日
本
会
議
愛
知
県
本
部
新

春
役
員
総
会
を
開
催
。
役
員
な
ら
び
に
公
職

者
の
方
々
三
十
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
平

成
二
十
七
年
運
動
報
告
、
二
十
八
年
運
動

計
画
に
つ
き
審
議
し
た
。 

二
十
七
日
（水
）李
久
惟
さ
ん
（拓
殖
大
学
講

師
）が
来
名
さ
れ
、
熱
田
神
宮
を
一
諸
に
参

拝
。
李
さ
ん
は
、
台
湾
高
雄
市
出
身
で
、
現
在

は
語
学
講
師
や
著
作
活
動
を
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
は
、
台
南
の
飛
虎
将
軍
廟
に
ゼ
ロ
戦
を

冠
し
た
お
神
輿
を
奉
納
す
る
こ
と
に
も
尽
力

さ
れ
た
青
年
で
あ
る
。
参
拝
後
は
、
八
田
与

一
氏
の
お
孫
さ
ん
、
八
田
修
一
さ
ん
と
の
昼

食
会
も
ご
相
伴
に
与
っ
た
。 

そ
し
て
再
び
海
岸
線
に
戻
り
北
上
す
る

こ
と
三
十
分
、
青
島
神
社
に
到
着
。
御

祭
神
は
山
幸
彦
こ
と
彦
火
火
出
見
命
で

す
。
青
島
は
島
全
体
が
国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

歩
い
て
橋
を
渡
り
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

更
に
北
上
し
て
宮
崎
市
街
地
に
入
り
ま

し
た
。
そ
し
て
宮
崎
神
宮
を
参
拝
し
ま
し

た
。
御
祭
神
は
神
日
本
磐
余
彦
尊
す
な

わ
ち
神
武
天
皇
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一

礼
。 

宮
崎
神
宮
か
ら
北
東
に
五
キ
ロ
ほ
ど
行
っ

た
と
こ
ろ
に
江
田
神
社
が
あ
り
江
田
神

社
の
北
に
は
阿
波
岐
原
が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
地
名
が
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町

で
す
。
伊
邪
那
岐
尊
が
禊
を
さ
れ
た
筑

紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸
の
阿
波
岐
原
が

こ
こ
な
の
で
す
。
周
囲
三
百
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
池
で
す
。
池
の
水
に
触
れ
、
右
目
、

左
目
、
鼻
と
触
っ
て
み
ま
し
た
。
伊
邪
那

岐
尊
の
追
体
験
が
で
き
た
よ
う
で
と
て

も
神
聖
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
江

田
神
社
の
御
祭
神
は
も
ち
ろ
ん
伊
邪
那

岐
尊
で
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

二
十
日
（水
）高
雄
空
港
よ
り
始
発
便
で

関
空
へ
。
何
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
あ
り
。
航
空
会

社
カ
ウ
ン
タ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
と
、 

参
道
を
戻
り
民
宿
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る

と
「吾
平
山
上
陵 

鵜
戸
陵
墓
参
考
地
」
の

看
板
を
発
見
。
宮
内
庁
公
認
の
鸕
鷀
草

葺
不
合
尊
の
御
陵
は
鹿
屋
市
の
吾
平
山

上
陵
で
す
が
、
こ
こ
に
も
伝
説
が
あ
る
た
め

参
考
地
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
は
ノ
ー

チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
例
の
便

利
サ
イ
ト
に
は
載
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

迷
わ
ず
山
へ
向
か
い
階
段
を
昇
っ
て
行
き

ま
し
た
。
五
分
ほ
ど
登
り
汗
が
に
じ
み
始

め
た
あ
た
り
に
御
陵
は
あ
り
ま
し
た
。
二

礼
二
拍
手
一
礼
。 

民
宿
に
戻
り
朝
食
を
と
り
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

し
ま
し
た
。
次
の
目
的
地
は
潮
嶽
神
社
で

す
。
西
方
向
内
陸
に
向
か
っ
て
三
十
分
ほ

ど
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
御
祭
神
は
海
幸

彦
こ
と
火
須
勢
理
命
で
す
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。
潮
嶽
神
社
の
宮
司
さ
ん
は
泊
ま
っ

た
民
宿
の
ご
主
人
の
高
校
の
同
級
生
だ
そ

う
で
す
。 

そ
れ
か
ら
ま
た
北
上
し
西
都
市
に
は
い

り
ま
し
た
。
鹿
野
田
神
社
を
参
拝
し
ま

し
た
。
こ
こ
の
御
祭
神
は
山
幸
彦
こ
と
彦

火
火
出
見
命
で
す
が
、
御
神
体
と
し
て

潮
満
珠
と
潮
干
珠
を
お
祀
り
し
て
い
ま

す
。
そ
う
釣
り
針
を
素
直
に
受
け
取
ら

な
い
海
幸
彦
を
こ
の
二
つ
の
珠
で
懲
ら
し

め
て
従
わ
せ
た
も
の
で
す
。
更
に
境
内
に

は
潮
ノ
井
と
い
う
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
井

戸
の
水
は
海
の
満
潮
、
干
潮
と
同
じ
よ

う
に
水
位
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

神
社
は
今
の
海
岸
線
か
ら
は
十
キ
ロ
ほ

ど
内
陸
に
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
地
点
で

井
戸
の
水
が
海
の
干
満
と
同
じ
で
あ
る

と
は
驚
き
で
す
。
井
戸
水
は
塩
水
で
す
。 

飲
用
し
て
も
、
浴
用
し
て
も
い
ろ
ん
な

効
能
が
あ
る
そ
う
で
す
。
二
礼
二
拍

手
一
礼
。 

（愛
知
県
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